
1



2



看護師国家試験における母国語・英語での試験と 

コミュニケーション能力試験の併用の適否について 

 

氏名・法人名  

 
【法人の場合： 

担当者氏名】 
 

住所・法人所在地 

 
 

職業・役職  

年齢 

※該当する番号一つを

○で囲んでください。 

１．19 歳以下 ２．20～29 歳 ３．30～39 歳 

４．40～49 歳  ５．50～59 歳 ６．60～69 歳 

７．70～79 歳 ８．80 歳以上  

 

質問１ あなたと医療・看護サービスとの関わりについて、該当する番号一つを

○で囲んでください。 
 

１．医療・看護

サービス従事者 

（ＥＰＡ看護師

候補者受入施

設勤務） 

２．医療・看護

サービス従事者 

(１.以外) 

３．医療機関の長 

（ＥＰＡ看護師

候補者受入施

設） 

４．医療機関の長 

(３.以外) 

５．患者又は家族 ６．その他 

（      ） 

 
 

質問２ 経済連携協定（ＥＰＡ）に基づく外国人看護師候補者の看護師国家試験

合格者数が少数に留まっていますが、その合格者数を向上させる観点から、看

護師国家試験における母国語・英語での試験とコミュニケーション能力試験の

併用の適否について、あなたはどのようにお考えですか。該当する番号一つを

○で囲んでください。 
 

１．外国人看護師候補者にとっ

ての母国語(当該国の公用語

としての英語を含む)による

看護専門科目試験※と､日本語

によるコミュニケーション能

力試験※※を併用した国家試験

を実施すべき 

２．国際的な共通語としての英語

による看護専門科目試験※と、

日本語によるコミュニケーシ

ョン能力試験※※を併用した国

家試験を実施すべき 

３．現行どおり日本語のみによる

国家試験とすべき 

※母国語あるいは英語による看護専門科目試験とは、例えば、現行の日本語による看護師国家試験問題（全

問）を翻訳したものを想定。 

※※日本語によるコミュニケーション能力試験とは、一般には「読む」「書く」「聞く」「話す」といった「他

者とコミュニケーションを上手に図ることができる能力」を測るものであるが、ここでは例えば、現行

の「日本語能力試験」（日本語を母語としない人の日本語能力を測定し認定する試験）等を想定。 

（ 別 紙 ） 
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質問３－① 前の質問２で「１．外国人看護師候補者にとっての母国語（当該国

の公用語としての英語を含む）による看護専門科目試験と、日本語によるコミ

ュニケーション能力試験を併用した国家試験を実施すべき」と答えた方にうか

がいます。そのようにお考えの理由は何ですか。該当する番号を○で囲んでく

ださい。（複数選択可） 
 

１．看護に関する最低限必要な知識と技能を外国語による看護専門科目試験で問うこととしても、一定

の日本語コミュニケーション能力があれば、医療現場で就労する上で足りると思うから 

２．二国間の経済連携強化の観点から、看護師国家試験の外国人合格者を増やすべきと思うから 

３．看護職員の人材確保のために、看護師国家試験の外国人合格者を増やすべきと思うから 

４．その他（                                       ） 
 
 

質問３－② 前の質問２で「２．国際的な共通語としての英語による看護専門科

目試験と、日本語によるコミュニケーション能力試験を併用した国家試験を実

施すべき」と答えた方にうかがいます。そのようにお考えの理由は何ですか。

該当する番号を○で囲んでください。（複数選択可） 

 

１．医療看護の国際化という観点から、外国人の看護師にも門戸は開くべきであり、一定の日本語コミ

ュニケーション能力があれば、国際的な共通語として英語による看護専門科目試験で最低限必要な

知識と技能を問うことが適切であると思うから 

２．外国人看護師候補者にとっての母国語（例えば、インドネシア人にとってのインドネシア語、フィ

リピン人にとってのフィリピノ語）による看護専門科目試験を実施することは、実施可能性の観点

等から難しく、国際的な共通語として多くの国で用いられている英語による看護専門科目試験であ

れば実施できると思うから 

３．看護職員の人材確保のために、看護師国家試験の外国人合格者を増やすべきと思うから 

４．その他（                                       ）  

 

質問３－③ 前の質問２で「３．現行どおり日本語のみによる国家試験とすべき」

と答えた方にうかがいます。そのようにお考えの理由は何ですか。該当する番

号を○で囲んでください。（複数選択可） 
 

１．看護師は、チーム医療※の一員であり、医療関係者や患者・家族との適切なコミュニケーションが 

不可欠であるため、日本語による国家試験に合格することが必要であると思うから 

２．日本国民の身体・生命に関わる医療･看護現場で用いられる用語を正しく理解し、看護記録など診

療に関する記録の記載内容や正確な医療情報を共有できて初めて医療安全が担保されるため、日本

語による国家試験に合格することが必要であると思うから 

３．病気とともに患者が生きていくことを支援するための過程においては、日本の生活･文化を理解す

ることが不可欠であるため、日本語による国家試験に合格することが必要であると思うから 

４．その他（                                       ）  

 
※「チーム医療」とは、医療の質や安全性の向上及び高度化・複雑化等に伴う業務の増大に対応するため、

多様な医療スタッフが、各々の高い専門性を前提に、目的と情報を共有し、業務を分担しつつ互いに連

携・補完し合い、患者の状況に的確に対応した医療を提供すること 
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質問４ 看護師国家試験における母国語・英語での試験とコミュニケーション能

力試験の併用について、その他、ご意見がございましたら、下欄にご記入くだ

さい。 
 

 

 

 

 

 

※ 質問項目は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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